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２０２５年度 土木学会デザイン賞 最優秀賞 受賞について 

 本市が取り組む鳥取城跡の復元事業の内、最初の事業であった「史跡鳥取城跡擬宝珠橋の復元」が、このた

び、2025年度土木学会デザイン賞のうち、最高賞である最優秀賞を受賞しましたのでお知らせします。 

これまで鳥取県内では奨励賞が２件ありますが、最優秀賞を受賞するのは鳥取県内で初めてです。 

 なお、授賞式等は2026年 1月 31日（土）に東京都新宿区四谷の土木学会会館で行われます。詳細は土

木学会デザイン賞ホームページ https://design-prize.sakura.ne.jp/archives/result/2912 をご覧く

ださい。 

擬宝珠橋（手前）と中ノ御門 

土木学会デザイン賞とは 

土木学会デザイン賞は公益社団法人土木学会景観・デザイン委員会が主催する顕彰制度です。2001年に

創設され、正式名称は「土木学会景観・デザイン委員会デザイン賞」といいます。公募対象を広く土木構造物

や公共的な空間に求め、計画や設計技術、制度の活用、組織活動の創意工夫によって周辺環境や地域と一体と

なった景観の創造や保全を実現した作品およびそれらの実現に貢献した関係者や関係組織の顕彰を行ってい

ます。 

これまでの鳥取県の受賞について 

 奨励賞 作品名：白水川床固群（2011） 場所：伯耆町 

 奨励賞 作品名：水木しげるロードリニューアル事業（2021） 場所：境港市 
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